
１．はじめに

「アレックス、目標がわからなければ、生産性の意味は

理解できない。目標がわからなければ、ただ数字や言葉で

遊んでいるにすぎない」

読まれた方も多いと思うが、『ザ・ゴール』で、ジョナ

先生が主人公アレックスを動機付けるシーンである。ア

レックスは、その後、紆余曲折を経て「スループットの最

大化による利益創出」というゴールに気付くことになる。

この物語は、TOC（Theory Of Constraints：制約理論）

を背景に、ビジネスの真のゴールは何かという、我々が陥

りやすい目的と手段の混同に警鐘を鳴らしている。SCM

（Supply Chain Management）でも同様に、真の難しさは

ゴールの設定にある。最終的なゴールである顧客満足度の

最大限の達成に向け、そこに至る関連企業それぞれのゴー

ル（企業目標）とミッション（企業使命）を組み立てるこ

とから始めなければならない。

大上段に構えて SCMを解説した書は、本屋に行けば氾

濫している。しかし本稿では、ゴールの策定にあたり、企

業活動における現実的な緊急課題として、SCMが市場の

スピードに、どう追随していくかについてフォーカスし、

できるところから地道に取り組む SCMについて紹介する。

２．SCMの目的とその実現上の問題点

SCMの一般的な目的と実現上の問題点を、図１に示す。

ここでは特に、その背景について３点から触れておく。

� 市場変化のスピード

ブロードバンド時代の消費者の商品知識は、メディアの

変化により“与えられる知識”から、自身で“獲得する知

識”へと変遷している。宣伝媒体を見聞きして、購入意欲

が湧くところまでは今までと同じだが、その後にインター

ネットを利用して、他社製品と機能や価格を比較し、店頭

実売価格を見定めて、さらに使用経験のあるユーザーの声

（評判）として評価を得るまでを即座に行うことができる。

宝飾品などの高額商品だけでなく、日用品にいたるまで、

このような知識を消費者自身が素早く獲得していることが、

知識を与えられていたときと比較して、市場変化（ニーズ

の変化）のスピードを格段に押し上げているのだ。これに

より、商品ブランドの形成および維持にもスピードアップ

が要求されるとともに、商品供給のための流通チャネルの

高速化をも促している。

� 市場変化に対応する製造業の生産方式

月次生産（MOS : Monthly Of Supply）から週次生産

（WOS : Weekly Of Supply）、さらには日次生産（DOS :

Daily Of Supply）へ、見込生産（MTS : Make To Stock）

から受注生産（MTO : Make To Order）へ、国内生産か

ら海外生産＊１へと移行するとともに、その生産方式に最適

な流通構造と市場対応スピードを持つサプライチェーンが

必要になる。

� 荷主企業のコアコンピタンスの見直しによるロジス

ティクス機能の全面的アウトソーシング

既存の事業者による３PL＊２（3rd Party Logistics）への事

業展開も含めて、ロジスティクス機能の専門化と高度化に

より、流通チャネル構造そのものが自律的に大きく変わろ

B２Bテクノロジーが提案する最新SCMソリューション
～SCEMコンセプトとプロダクトのご紹介～

＊１）最近の注目は中国へのアウトソーシング

＊２）３PL：メーカーなどの顧客が、物流業務を外部の第三者に委託する物流形態。

CACグループ企業から

株式会社B２Bテクノロジー
e開発・技術部
シニアマネジャー 大 西 完 治
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SCMの目的・狙い 

特定商品の流通経路を共有する企業同志が、情報ｼｽﾃﾑを中心に “  情報のﾘｱﾙﾀｲﾑ化 ” において協調（ｺﾗﾎ゙ ﾚー ﾄ）することで、 
“  在庫削減とﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮  ” を実現し、最終顧客に対して　 “  良質なｻｰﾋﾞｽと適正な価格 ” 　による商品提供をすることである。 

実現上の課題（現状認識） 

原材料メーカー 原材料メーカー 

・ 必要原材料の早期把握 
・必要量の早期把握 
・納期の早期把握 
・ｶﾝﾊﾞﾝ方式への対応 

メーカー メーカー 

・ 売筋・死筋の早期把握 
・ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ短縮 (MOS⇒ WOS)

・ MTS量の最小化 
・海外展開 (ex. 中国、ｱｼﾞｱ )

卸売業 卸売業 

・ 売筋・死筋の早期把握 
・在庫回転率の向上 
・商慣習 (ﾘﾍﾞｰﾄ )の見直し 
・物流ｻｰﾋﾞｽ向上・ｺｽﾄ削減 

小売業 小売業 

・ 発注ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑの短縮 
・発注業務の簡素化 
・ﾁｪｰﾝ力の強化 
・新業態への転換 

物流業 物流業 

・ 3PLへの取り組み 
・規制緩和 (新参組 )への対応 
・要求ｻｰﾋﾞｽ高度化への対応 
・荷主ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化への対応 

SCM構築により、情報の遅延による弊害（在庫ﾛｽ・機会損失）を削減 

情報ｼｽﾃﾑの企業間連携が未整 備（ 例   示  ） SCM実現に不可欠な情報が不明（例     示    

・ 取引先企業との通信ｲﾝﾌﾗが、受発注ｼｽﾃﾑ主体が多く、 

　 fax、 電話に頼っている 
・取引先企業が数百社あり、それ毎個別の対応では実現性に乏しい 
・長年取引している物流業者には、零細企業が多く、情報ｼｽﾃﾑさえ 
　未導入である 
・海外展開している工場・取引先をどのように接続するかがわからない 
・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｼｽﾃﾑ (WMS,TMS)の充実をまず優先させている 

・ﾒー ｶー  VAN、 小売業 VANと種類が多く、それら全てに対して対応できない 

・ SCPの事例はあるが、ﾒｰｶｰ主導であり、参考にしづらい 
・小売業の販売実績が入手不可あるいは不十分の場合、代替方法が判らない 
・日本における成功事例が少なく、方法論が判らない 
・できるだけ、少ない投資と工数で構築したいが、方法論が判らない 
・ 3PL 業として、おおよその SCM支援機能は提供しているが、体系化は 
　できていない 
・ﾚｶ゙ ｼー 、 ERP、 DWHなど、基幹ｼｽﾃﾑを整備しているが、 SCMとの関係が 
　判らない 

　 

・ WMS(Warehouse Management System)　： 倉庫管理ｼｽﾃﾑ 
・ TMS(Transportation Management System)　： 輸配送管理ｼｽﾃﾑ 

・ SCP(Supply Chain Planning)　： 需要予測ｼｽﾃﾑ 
・ ERP(Enterprise Resource Planning)　： 企業統合情報ｼｽﾃﾑ 
・ DWH(Data Warehouse ) 　： ﾃﾞｰﾀｳｪｱﾊｳｽ 

)

うとしている。このことも SCMの背景として重要である。

３．最新SCMソリューション

SCMでよく言われるブルウィップ現象（伝言ゲーム）の

根本原因は、“これ位売れるだろう、だからこれ位仕入れ

ておこう・生産しておこう”という、中間介在者の思惑で

あると言われている。これらの思惑は、商慣習やビジネス

上の立場の違いも原因とはなっているが、多くの場合は、

その判断に用いられる客観的なデータ不足のために、経験

と勘に頼らざるを得ないことに起因している。したがって、

SCMの目的を実現する上での要諦は、当たり前のことで

はあるが、“責任ある担当者が正確なデータをタイムリー

に把握し、的確なアクションをとること”にあると考える。

最近注目の SCMソリューションとしては、i２テクノロ

ジーズ＊３やマニュジスティクス＊４などの SCP（Supply

Chain Planning）を活用した SCM事例がある。SCPは POS

データなど、実績値に基づく需要予測を活用して、ブル

ウィップ現象を極力抑えて生産数の過不足を補うツールで

あり、製造業を主体とした SCMソリューションと捉える

ことができる。また、初期投資額の大きさ、運用にかかる

費用を考えた場合、比較的大きな企業でなければ適用が難

しいと思われる。

このような状況において、当社ではサプライチェーン上

の、すべての参画企業（調達先、製造業、卸売業、小売業、

物流業）が容易に活用できるツールとして、SCEM（Sup-

ply Chain Event Management）を提案する。SCEMは、

ビジビリティ（Visibility）機能によってサプライチェーン

の可視化を実現し、SCMの要諦である“正確なデータを

タイムリーに把握して的確なアクションをとる”ことへ、

直接的なソリューションを提供する。

３．１ SCEMコンセプト

SCEMは、米国の調査会社であるAMRリサーチ社＊５が

論文に発表したことが発端となった。論文をそのまま引

用＊６すると、SCEMとは次のとおりである。

図１ SCMの目的とその実現上の問題点

＊３）i２Technologies, Inc. : http：／／www.i２．com／，Inc（http：／／www.i２．com／）

＊４）Manugistics, Inc. : http：／／www.manugistics.com／

＊５）AMR Research, Inc. : http：／／www.amrresearch.com／

＊６）AMRリサーチ社発行「The Report on Supply Chain Management」誌（訳：ビューロシティ・ジャパン社）より引用。
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【 多段階 ﾁｪｰﾝﾓﾃﾞﾙ の ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 】 

調達先 a ﾒｰｶｰ a 卸売業 a 小売業 a

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ -A

調達先 b ﾒｰｶｰ b 卸売業 b 小売業 b

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ -B

【 ﾊﾌﾞ＆ｽﾎﾟｰｸﾓﾃﾞﾙ の ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 】 

調達先 a

ﾒｰｶｰ a 卸売業 a

小売業 a

調達先 b

ﾒｰｶｰ b 卸売業 b

小売業 b

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ -A

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ -B

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ 
ﾊﾌﾞ 

引当 
仕入 

生産 
受注 

納品 

出荷 発注 

引当 
仕入 

生産 
受注 

納品 

出荷 発注 

引当 
仕入 

生産 
受注 

納品 

出荷 発注 在庫 

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ情報の連鎖（ｵｰﾀﾞｰ、在庫、ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ） 

在庫 在庫 

「サプライチェーン全体を通じて、例外イベントをベー

スとした管理が、ますます重要な機能になりつつある。サ

プライチェーンの高速化と、その結果として必要になるミ

クロレベルの、そしてリアルタイムのイベントや予測外の

情報の存在が SCEM市場を拡大している。システムの最

適化期間を通じて（例えば SCP等に）相当額の投資が続

けられるが、それだけでは時々刻々発生する例外事項の管

理に必要な迅速な応答性を実現することはできない」

SCMとは、“サプライチェーン全般にわたる、在庫の圧

縮と時間の圧縮（＝スピードアップ）”を狙いとする。もっ

と平たく言うと、オーダー（注文）を最小コストで間違い

なく処理し、遅滞することなく納品することである。そし

て SCEMは、在庫とスピードを監視する機能と迅速なア

クションを促す機能を提供することによって、SCMの狙

いを実現することを目的としている。

３．２ ロジスティクス・ハブ

SCEMの中核となるのが、ロジスティクス・ハブであ

る。すなわち、調達先、製造業、卸売業、小売業、物流業

を含む“多段階のチェーン”を“ハブ＆スポーク”のモデ

ルで管理する。これによって、多段階チェーンモデルでは

実現が困難だったロジスティクス情報の一元的な集中管理

が可能になる。

サプライチェーンで一元的にロジスティクス情報を把握

している企業がロジスティクス・ハブを担う企業となり、

他の企業はスポークを通して、このハブ企業に参画する。

ハブ企業が集中管理するサプライチェーン上のロジスティ

クス情報は、参画企業にリアルタイムで公開される。これ

によって、ロジスティクス・ハブに参画している企業グ

ループが形成するサプライチェーンの運営が効率化される

（図２参照）。

３．３ サプライチェーンとロジスティクス情報

SCEMは、“オーダー”“在庫”“デリバリ”の３項目のロ

ジスティクス情報を管理することでサプライチェーンを監

視する。オーダーが発生すると、さらに上流のオーダーが

発生して連鎖し、デリバリがあると、さらに下流のデリバ

リが発生して連鎖する。また、在庫も同様に上流と下流の

企業間で相互連鎖している。こうしたロジスティクス情報

を監視し、適切なアクションをとることで、SCMに要求

されるスピードアップと在庫圧縮を実現する。

例えば、消費者からのオーダーは、小売業から卸売業へ

のオーダーを生み、さらに製造業や調達先へとチェーンが

形成される。このように、消費者からのオーダーにスピー

ディに対応するには、自身のオーダー処理を迅速化するだ

けでなく、上流企業のオーダー処理のスピード管理も必須

になる（図３参照）。

図２ ロジスティクス・ハブ

図３ サプライチェーンとロジスティクス情報
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【 計画系業務と実行系業務 】 

仕入 

生産 

仕入計画 生産計画 

《 計 画 系 業 務（年 次・月 次・週 次  ）》 

《 実行系業務（日  々）》 

販売計画 

ｷﾞｬｯﾌﾟ =ｲﾍﾞﾝﾄ 

引当 

受注 

納品 

出荷 

待機 

発注 

入庫 

入荷 

【 SCEMの位置付け 】 

SCP (Supply Chain Planning) 

SCEM (Supply Chain Event Management)

SCE (Supply Chain Execution)

基幹ｼｽﾃﾑ (ﾚｶﾞｼｰ、 ERP)

倉庫管理 (WMS) 輸配送管理 (TMS)

需要予測（計画系） 

イベント管理（実行系） 

+

+

対応 

　 

３．４ SCEMの位置付け

SCMは、計画系業務（Plan）の連鎖と実行系業務（Do）

の連鎖により遂行される。計画系業務の連鎖では、生産計

画や販売計画などを上・下流の企業と情報交換することで、

計画の調整が実施される。実行系業務の連鎖では、日々の

ロジスティクス業務の遂行がなされる。しかし、現実には

計画系業務で決定した予定やスケジュールどおりに、こと

が運ばないことが多々発生する。そして、それらが実行系

業務の「ムダ・ムリ・ムラ」となって、サプライチェーン

全体の運用に支障をきたすことになる。

この観点から、SCEMは計画系業務と実行系業務の

ギャップを埋める位置付け（See）にあたる。実行系業務で

発生したロジスティクスの例外事象や突発事象は、SCEM

により捕捉されて、迅速な対応が図られるとともに、計画

系業務へ速やかにフィードバックされる（図４参照）。

また、SCEMの組織構造の中での位置付けは、計画系

のトップマネジメント階層と実行系現場であるオペレー

ション階層の中間、すなわち中間マネジメント階層とコン

トロール階層にあたる。一般的な職位では、部課長クラス

を主な対象とする。業務が計画どおり遂行できている内は、

それほど忙しくないが、いざ問題が発生したときに、いか

に素早く問題の解析と対処を決定できるかが、この職位の

任務と考える。

この意味において、SCEMは中間マネジメント階層と

コントロール階層に対する支援機能とも言い換えることが

できる。つまり、紙（FAX）や電話でのやりとりによる

問題の解析と対処の決定による誤認や対応の遅れから救済

し、サプライチェーン上の「法定速度」を遵守できるよう

になる（図５参照）。

３．５ ビジビリティ（Visibility）

ビジビリティの原則は、関連する、すべての使用者に「同

一のビューを可能な限り速く提供する」ことにある。同一

であるからこそ、前述の SCM実現のネックであるブル

ウィップ現象を排除でき、早く提供するからこそ、迅速な

対応が可能になる。

SCEMでは、この原則に忠実なビジビリティ機能を提

案している。ロジスティクス情報（オーダー・在庫・デリ

バリ）の発生者と処理者の間で同一情報を共有し、その状

況を監視することができる。図６は、３．２節で述べたロジ

スティクス・ハブにおける、ハブ企業のビジビリティモデ

ルである。これは図３で示したロジスティクス情報の連鎖

において、オーダー・在庫・デリバリの各情報が、どのよ

うに有機的に結合しているかをモデル化し、さらに企業の

各部門がビジビリティを使用して、どのような監視をしな

ければならないかを表現している。

企業の受注部門・物流部門・生産部門、または仕入部門

は、このモデルにあるように、オーダー・在庫・デリバリ

の各情報を適宜監視しなければ、各部門の SCM実現に向

けた適切なコントロール機能を果たすことはできないはず

である。読者の方が、ご自身の企業の立場で、本モデルを

ベースに現状の分析をされることをお薦めする。

また、SCEMでは、出荷遅延、在庫過不足などのイベ

ントが発生した場合は、アラート（警告）機能によって PC

図４ SCMと SCEMの関係
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ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

daily

weekly, monthly

指示 実績 

指示 報告 

OMS WMS TMS

human

machine

判 断 

判 断 

需要計画 販売計画 生産計画 

ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 経営計画 事業計画 

quarter, annual

供給計画 物流計画 調達計画 

判 断 

・ 受注 
・ 発注 
・ ﾋﾟｯｷﾝｸﾞﾘｽﾄ 
・ 引当 
・ 消費税 
・ 売上税 
・ ｸﾚー ﾑ・問合せ 

・ 労務管理 
・ 業務管理 
・ 在庫管理 
・ 入荷・入庫 
・ 出庫・出荷 
・ 棚割 
・ ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ 

・ 積載計画 
・ ﾙｰﾄ・ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
・ 運賃支払 
・ 貨物追跡 
・ ﾄﾗｯｸ追跡 
・ 出荷記録 
・ ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ 

・ 料金管理 ・ ｸﾛｽﾄﾞｯｷﾝｸﾞ ・ ﾔｰﾄﾞ管理 

指示 報告 

例外対応 例外対応 例外対応 

SCEM

在庫 在庫 在庫 

オーダー 

デリバリ デリバリ 

受注部門 生産部門または仕入部門 

物流部門 

オーダー 

オーダー（受注）の処理状況 

オーダーのデリバリ状況 

オーダーの引当（在庫状況） 
a1

a2
a3

a1

a2

a3

b1

b3b2

c1
c2

c5

自社の在庫状況 

デリバリ（出荷）状況 

デリバリ（入荷）状況 

b1

b2

b3

オーダー（発注）の処理状況 

オーダーのデリバリ（入荷）状況 

自社の在庫状況 

c1

c2

c3

c4

販売先の在庫状況 c4

調達先の在庫状況 c5

c3

や携帯電話、モバイル端末などのメール機能を通じて、オー

ダー・在庫・デリバリの各責任者へ通知することができる。

これにより、責任者は出張などの不在時でも即時対応する

ことが可能となる。

アラートで重要なのは、現場任せとなっていることが多

いイベント発生時の対応方法を、システム的にルール化す

ることができることである。あるイベント発生の場合には、

誰が（どの組織が）対応責任者となるかをルール化してお

くことで、SCMの要件である「即時性・正確性・柔軟性」

を実現することが可能となる。

図５ 組織階層から見たSCEMの位置付け

図６ ビジビリティモデル
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ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ･ﾊﾌﾞ企業 ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ参画企業 

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ参画企業 

WMS TMS
・ 庫内在庫管理 
・ 入出荷管理 

・ 配送ｽｹｼﾞｭｰﾙ 
・ ｷｬﾘｱ管理 

物流ｼｽﾃﾑ 
・ ﾄｰﾀﾙ在庫管理 

受注管理 発注管理 

コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
機
能 

ビジビリティ機能 

DBｻｰﾊﾞｰ 
APLｻｰﾊﾞｰ 
Webｻｰﾊﾞｰ 

ｻｰﾊﾞｰ 

Web

Web

Web

Web

Web

Web

Web

在庫情報に関して、図７に、ビューロシティ・ジャパン

株式会社（後述）の在庫ビジビリティのブラウザ画面を示す。

在庫ビジビリティは、サプライチェーン上の各企業の受

注部門、物流部門、仕入または生産部門、企業外であれば

取引先の発注部門により参照される。同一ビューではある

が、受注部門であればアイテム順、物流部門であれば物流

センター順、といった目的に即した見せ方が可能である。

同一ビューで重要なのは、在庫管理項目の統一運用である。

例えば、あるアイテムの在庫データを参照するときでも、

在庫管理の考え方や在庫管理項目（実在庫・理論在庫など）

が統一できていればこそ、そのビューに含まれるデータの

更新タイミング、単位の設定などを全員で共有することが

でき、初めて意味のある対応が可能になる。つまり、管理

項目の統一運用に基づき、部門間・企業間であっても、同

一の価値判断ができ、トータルとして最高のパフォーマン

スを発揮することができるようになる。

ここでは、在庫ビジビリティを例に説明したが、オー

ダー・ビジビリティとデリバリ・ビジビリティについても、

同様の考え方でビューが作られている。

３．６ システム構成

SCEMに求められるシステム要件は、“使いやすさ”と

“高い適応力”である。“使いやすさ”では、Webブラウ

ザの画面を使用し、ネットワーク上のどこからでもアクセ

ス可能としている。また、“高い適応力”では、既存のシ

ステムをそのまま活用し、インタフェースをとることで、

既存システムの変更を極力抑制している。

図８は、ロジスティクス・ハブ企業とサプライチェーン

参画企業のシステム構成例である。SCEMのシステム自

体はロジスティクス・ハブ企業に配置し、参画企業はWeb

端末を利用するだけという、シンプルな構成が特徴である。

システムは、コネクティビティ機能とビジビリティ機能

で構成される。コネクティビティ機能は、EAI（Enterprise

Application Integration）そのものであり、ハブ＆スポー

ク・モデルのスポークの役割を担っている。EAI により、

参画企業の通信プロトコルと通信フォーマットに左右され

ない容易な接続が可能となっている。

ビジビリティ機能は、前述のビジビリティを実現する機

能であり、基本的にWebサーバー、アプリケーションサー

バーおよびDBサーバーにより構成されている。

図７ ビジビリティ画面イメージ

図８ システム構成例
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ビューロシティ・ジャパン株式会社 

所在地  〒 222-0033　 横浜市港北区新横浜 3- 18- 14　住生新横浜第 2ビル 4F
電話： 045-472-9114（代  表） 
FAX： 045-472-9134

URL http://www.viewlocity.co.jp
資本金  5億 1千 2百万円　（ 2002年 4月現在） 

設立年月日  平成 12年 12月 18日 

代表者  代表取締役社長　永島秀雄 

株主  Viewlocity, Inc.／ ソフトバンク・インターネットテクノロジファンド 1号、 2号 

主要取引銀行  東京三菱銀行新横浜支店、三井住友銀行新横浜支店、商工中金川崎支店 

従業員数  18名（ 2002年 4月現在） 

業務内容  日本国内における Viewlocity製品とその周辺ソフトウェアの 
販売・開発・コンサルティング・インプリメンテーション・サポート・トレーニング等 

現状調査分析 業務ﾌﾟﾛｾｽ改革 

取引先との改革 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 実行ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ 

情報ｼｽﾃﾑ ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ分析 

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ分析 

情報ｼｽﾃﾑ分析 

・ 事業特性、商品特性、顧客特性 
・ 組織構造、取引先特性 

・ 物流ﾌﾛｰ、物量、物流ｺｽﾄ 
・ ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽﾈｯﾄﾜｰｸ、 
物流ｻｰﾋﾞｽ基準 

・ 受発注ｼｽﾃﾑ、 WMS、 TMS
・ ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 

・ 経営課題の把握と体系化 

・ ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ改革の位置付け 

・ ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ改革方針策定 

・ 改革目的の策定 

・ 改革目標の策定 

・ 各組織の役割の明確化 
・ 新ﾌﾟﾛｾｽのｲﾝﾊﾟｸﾄ分析 
・ 移行ｼﾅﾘｵのﾗﾌｽｹｯﾁ 

・ 得意先との取り組み 
・ 取引先との取り組み 
・ 物流事業者との取り組み 

・ 全体計画 

・ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ改革 
　（新 旧 比 較） 
・ ﾛ ｼ゙ ｽﾃｨｸｽ改革（新旧比較） 

・ 情報ｼｽﾃﾑ改革（新旧比較） 

・ 取引先との協調計画 

・ 優先度付け 

・ ｽﾃｯﾌﾟ開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

・ 第１ｽﾃｯﾌﾟのｽｹｼﾞｭｰﾙ 

・ 投資効果 

・ 投資効果分析 

・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ別 
・ ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ 
・ 情報ｼｽﾃﾑ 
・ 取引先別 
・ 顧客別 
・ ｶﾃｺﾞﾘｰ別 

“ 何のための SCMか ” “ 現状との乖離は ” “ 社内調整・外部調整 ” “ あるべき姿 ” “ 小さく産んで大きく育てる ” 

SCMの構成要素 

・ ｺｱｺﾝﾋﾟﾀﾝｽ /ｱｳﾄｿｰｽ 

原材料在庫 

部品在庫 

調達ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 

仕掛品在庫 

製造ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 

製品在庫 

販売ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 

流通在庫 

出荷ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ 

店頭在庫 

目的・目標の明確化 

４．ビューロシティ・ジャパン株式会社

ビューロシティ社＊７は、世界で初めて SCEMソフトを

開発販売し、顧客に実装した会社である。既に、EAI の

実績が世界中に３，５００サイトあり、それをベースに、EAI

を活用したアプリケーション・ソフトウェア（SCEMソ

フトウェアを含む）を開発・展開している。主な顧客＊８は、

世界５５カ国の１，２００社である。

ビューロシティ・ジャパン株式会社（以下、ビューロシ

ティ・ジャパン）は、その日本法人として２００１年から企業

活動を開始している。当社は、ビューロシティ・ジャパン

設立の当初から、“戦略パートナー”として日本における

SCEMの普及を推進している。ビューロシティ・ジャパ

ンのプロフィールを図９に示す。

５．当社のSCMサービス

企業が SCMシステムを構築するとき、前述したように、

業務レベルの問題と情報システムの問題に直面する。当社

では、これらを紐解いていくソリューションとして“SCM

コンサルティング・サービス”、および実際の SCMシス

テムの構築である“SCMシステムインテグレーション・

サービス”、ならびに“SCM運用サービス”を用意してい

る。

SCMコンサルティング・サービスでは、SCMの構成要

素を“ビジネス・プロセス”、“ロジスティクス”、“情報シ

ステム”と捉えた上で、それぞれの現状調査と分析におい

て、目的・目標と現状との乖離を計りながら、無理のない

実行計画の立案に努めている。SCMコンサルティング・

サービスの概要を図１０に示す。図９ ビューロシティ・ジャパン株式会社のプロフィール

図１０ SCMコンサルティング・サービス

＊７）Viewlocity, Inc. : http：／／www.viewlocity.com

＊８）American Standard Companies Inc.,Carrefour Group、DHL International Ltd.,Koninklijke Philips Electronics N.V.,EXCEL Part-

nership, Inc.,Volvo Car Corporation など。
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SCEMソリューションは、これらの SCMソリューショ

ンの中核的な位置付けである。ソリューションの提供にあ

たっては、当社への１００％出資会社である株式会社シーエー

シー（CAC）と連携し、前述の SCE、SCP、そして SCEM

まで、お客様に即したトータル・インテグレーションを実

現している。

６．おわりに（今後の展望）

最後に、SCMのグローバルモデル化と SCEMソリュー

ションの今後の対応について触れる。

現在、製造会社の多くは、日本で企画し、海外で生産し、

日本または世界で販売するという動向を呈している。例え

ば、ユニクロブランドの株式会社ファーストリテイリング

に代表されるような、生産工程の中国展開がある。中国で

のオーダー状況のリアル監視による生産調整、日本からの

在庫状況やデリバリ状況のリアル監視による販売調整は、

いずれも“日本を「ロジスティクス・ハブ」としたグロー

バル SCM”を実現する上で、必須の機能になっていくと

思われる。これは、当社の提案する SCEMソリューショ

ンそのものである。

また、先進的な物流業者は、３PLを軸に、サプライチェー

ン上で新たなサービスの提供と新たなポジションの獲得を

目指している。“ロジスティクス・ハブ”機能を提供する

SCEMソリューションは、こうした先進物流業者には必

須の機能であり、導入を真剣に検討している＊９。

さらに、サプライチェーン上のその他の参加企業も連鎖

上で生き残るために、SCEMソリューションへの対応を

求められる時期が目前に迫っていると考える。

当社は今後、CACと共に産業界の企業を支援していく

うえで、SCMソリューション、特に SCEMソリューショ

ンが重要なファクターであると認識し、お客様企業ととも

に長い目で研究・開発・サポートさせて頂きたいと思って

いる。
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